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(57)【要約】
【課題】アングル付きの窓枠用と、アングル無しの窓枠
用とで兼用できる窓額縁を提供すること。
【解決手段】窓額縁２０は、窓枠２Ａがアングル付きの
場合に、アングル１５からねじ込まれるねじ５を受ける
被ねじ打ち部である見込み片部２１と、窓枠がアングル
無しの場合に、窓額縁が取り付けられる被取付部にねじ
込まれるねじの頭部が係止される係止部である見込み片
部２１とを備える。被ねじ打ち部は、窓枠２Ａの見込み
方向に沿って配置される。係止部は、窓額縁２０の表面
に開口する溝２７を区画する溝形成部の底面である。溝
形成部は、溝２７の開口を塞ぐカバー部材が取り付け可
能に構成される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口に取り付けられる窓枠の室内側に設けられる窓額縁であって、
　前記窓枠がアングル付きの場合に、前記アングルからねじ込まれるねじを受ける被ねじ
打ち部と、
　前記窓枠がアングル無しの場合に、前記窓額縁が取り付けられる被取付部にねじ込まれ
るねじの頭部が係止される係止部とを備え、
　前記被ねじ打ち部は、前記窓枠の見込み方向に沿って配置され、
　前記係止部は、前記窓額縁の表面に開口する溝を区画する溝形成部の底面で構成され、
　前記溝形成部は、前記溝の開口を塞ぐカバー部材が取り付け可能に構成されていること
を特徴とする窓額縁。
【請求項２】
　請求項１に記載の窓額縁において、
　前記窓枠の見込み方向に沿って設けられる見込み片部と、
　前記見込み片部の室外側端部から前記窓枠の見付け方向内周側に延出される室外内周片
部と、
　前記見込み片部の室内側端部から前記窓枠の見付け方向内周側に延出される室内内周片
部と、
　前記室内内周片部に連続して形成される額縁本体部とを備え、
　前記室外内周片部および前記室内内周片部の先端部には互いに近接する方向に突出する
突部が形成され、
　前記溝形成部は、前記室外内周片部と、前記室内内周片部と、前記見込み片部とで構成
され、
　前記被ねじ打ち部および前記係止部は、前記見込み片部で構成されることを特徴とする
窓額縁。
【請求項３】
　請求項２に記載の窓額縁において、
　前記見込み片部の室外側端部から前記窓枠の見付け方向外周側に延出された室外外周片
部と、
　前記見込み片部の室内側端部から前記窓枠の見付け方向外周側に延出された室内外周片
部とを備え、
　前記額縁本体部は、
　前記室内外周片部から室内側に延出された延出部と、
　前記室内内周片部および前記延出部間に設けられた表面部と、
　前記延出部から窓枠の見付け方向外周側に延出されたヒレ部とを備えることを特徴とす
る窓額縁。
【請求項４】
　請求項１に記載の窓額縁において、
　前記窓枠の見付け方向に沿って形成された見付け片部と、
　前記見付け片部の外周側端部から前記窓枠の見込み方向室外側に延出された外周室外片
部と、
　前記見付け片部の内周側端部から前記窓枠の見込み方向室外側に延出された内周室外片
部と、
　前記見付け片部の外周側端部から前記窓枠の見込み方向室内側に延出された外周室内片
部と、
　前記見付け片部の内周側端部から前記窓枠の見込み方向室内側に延出された内周室内片
部と、
　前記外周室内片部に連続して形成された額縁本体部とを備え、
　前記外周室内片部および前記内周室内片部の先端部には互いに近接する方向に突出する
突部が形成され、



(3) JP 2017-133349 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

　前記溝形成部は、前記外周室内片部と、前記内周室内片部と、前記見付け片部とで構成
され、
　前記被ねじ打ち部は、前記外周室外片部で構成され、
　前記係止部は、前記見付け片部で構成されることを特徴とする窓額縁。
【請求項５】
　請求項４に記載の窓額縁において、
　前記額縁本体部は、
　前記外周室内片部から窓枠の見付け方向外周側に延出されたヒレ部を備えることを特徴
とする窓額縁。
【請求項６】
　請求項３または請求項５に記載の窓額縁において、
　前記ヒレ部の室外面には、前記窓額縁の長手方向に連続し、かつ、見付け方向に一定間
隔で形成された複数の溝が形成されていることを特徴とする窓額縁。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の窓額縁において、
　前記溝形成部に取り付けられるカバー部材を備えることを特徴とする窓額縁。
【請求項８】
　上下の横枠と、左右の縦枠とで構成される建具枠と、
　前記建具枠の室内側に取り付けられる請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の窓
額縁と、
　前記横枠に取り付けられた前記窓額縁、および、前記縦枠に取り付けられた前記窓額縁
の間に設けられる額縁連結カバーとを備えた建具であって、
　前記額縁連結カバーは、
　前記縦枠に取り付けられる窓額縁の見込み面の上下方向の端縁を覆う縦ヒレ部と、
　前記横枠に取り付けられる窓額縁の見込み面の左右方向の端縁を覆う横ヒレ部とを備え
、
　前記縦ヒレ部は、前記縦枠がアングル付きの場合に切断除去される切断除去部を備え、
　前記横ヒレ部は、前記横枠がアングル付きの場合に切断除去される切断除去部を備える
ことを特徴とする建具。
【請求項９】
　請求項８に記載の建具において、
　前記横枠は、上枠および下枠を備え、
　前記上枠と、左右の縦枠とは、アングル付きの枠で構成され、
　前記下枠は、アングル無しの枠で構成され、
　前記上枠に取り付けられる窓額縁と、前記縦枠に取り付けられる窓額縁との接合部には
、前記縦ヒレ部および前記横ヒレ部の切断除去部が切断除去された額縁連結カバーが設け
られ、
　前記下枠に取り付けられる窓額縁と、前記縦枠に取り付けられる窓額縁との接合部には
、前記縦ヒレ部の切断除去部が切断除去され、前記横ヒレ部の切断除去部は残された額縁
連結カバーが設けられていることを特徴とする建具。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の建具において、
　前記縦ヒレ部および前記横ヒレ部には、前記切断除去部の切断箇所の見込み方向の位置
を示す切断マークが設けられていることを特徴とする建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、窓枠と壁との見切り材として用いられる窓額縁と、この窓額縁が取り付けら
れた建具に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　建物の開口に設けられた窓枠の室内側には、内壁との見切り材として用いられる窓額縁
が取り付けられる。
　窓額縁の一般的な納まりは、窓額縁の室外側端縁を、窓枠（サッシ枠）のアングルの裏
面側に配置し、アングルから窓額縁に、ねじをねじ込むことで取り付けていた（特許文献
１参照）。
　一方、窓枠には、アングルが設けられていないアングル無しタイプの窓枠もある。アン
グル無しの窓枠では、窓額縁をアングルに取り付けることができないため、アングル付き
の窓枠用とは異なる種類の窓額縁を用意する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭５８－５５８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、アングル付きの窓枠用と、アングル無しの窓枠用とで、異なる種類の窓
額縁を用意することは、窓額縁の種類が増えてしまうという課題がある。
　本発明の目的は、アングル付きの窓枠用と、アングル無しの窓枠用とで兼用できる窓額
縁と、この窓額縁を用いた建具とを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、建物の開口に取り付けられる窓枠の室内側に設けられる窓額縁であって、前
記窓枠がアングル付きの場合に、前記アングルからねじ込まれるねじを受ける被ねじ打ち
部と、前記窓枠がアングル無しの場合に、前記窓額縁が取り付けられる被取付部にねじ込
まれるねじの頭部が係止される係止部とを備え、前記被ねじ打ち部は、前記窓枠の見込み
方向に沿って配置され、前記係止部は、前記窓額縁の表面に開口する溝を区画する溝形成
部の底面で構成され、前記溝形成部は、前記溝の開口を塞ぐカバー部材が取り付け可能に
構成されていることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の窓額縁によれば、アングル付きの窓枠に取り付ける場合には、アングルの外周
側に窓額縁を配置し、アングルを介して被ねじ打ち部に、ねじをねじ込むことで窓額縁を
取り付けることができる。
　一方で、アングル無しの窓枠に取り付ける場合には、窓額縁の溝形成部で区画形成され
る溝から係止部を介して、窓枠や躯体などの被取付部に、ねじをねじ込むことで窓額縁を
取り付けることができる。
　したがって、本発明の窓額縁は、アングルにねじ止めするための被ねじ打ち部と、アン
グル以外の被取付部にねじ止めするための係止部とを有するため、アングル付き窓枠用の
窓額縁と、アングル無し窓枠用の窓額縁として兼用できる。したがって、窓額縁の種類を
少なくでき、製造コストや管理コストを低減できる。
　さらに、窓額縁を、アングル無しの窓枠に取り付ける場合には、溝形成部の底面である
係止部に、ねじの頭部を係止し、溝形成部にはカバー部材を取り付けることができるため
、ねじが額縁の表面に露出することを防止でき、窓額縁の意匠性を向上できる。
【０００７】
　本発明の窓額縁において、前記窓枠の見込み方向に沿って設けられる見込み片部と、前
記見込み片部の室外側端部から前記窓枠の見付け方向内周側に延出される室外内周片部と
、前記見込み片部の室内側端部から前記窓枠の見付け方向内周側に延出される室内内周片
部と、前記室内内周片部に連続して形成される額縁本体部とを備え、前記室外内周片部お
よび前記室内内周片部の先端部には互いに近接する方向に突出する突部が形成され、前記
溝形成部は、前記室外内周片部と、前記室内内周片部と、前記見込み片部とで構成され、
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前記被ねじ打ち部および前記係止部は、前記見込み片部で構成されることが好ましい。
【０００８】
　本発明によれば、被ねじ打ち部および係止部を見込み片部で兼用しているので、被ねじ
打ち部および係止部を別々に設ける場合に比べて窓額縁をコンパクトに形成することがで
きる。
　また、額縁本体部にねじ固定用の構成を設ける必要が無いため、額縁本体部は意匠性を
重視して形成することができ、窓額縁のデザイン性を向上できる。
　さらに、被ねじ打ち部および係止部のいずれの場合も、見込み片部に対してねじを窓枠
内周側から見付け方向にねじ込むため、同様の作業で窓額縁を取り付けることができ、作
業性を向上できる。
【０００９】
　本発明の窓額縁において、前記見込み片部の室外側端部から前記窓枠の見付け方向外周
側に延出された室外外周片部と、前記見込み片部の室内側端部から前記窓枠の見付け方向
外周側に延出された室内外周片部とを備え、前記額縁本体部は、前記室内外周片部から室
内側に延出された延出部と、前記室内内周片部および前記延出部間に設けられた表面部と
、前記延出部から窓枠の見付け方向外周側に延出されたヒレ部とを備えることが好ましい
。
【００１０】
　本発明によれば、見込み片部と、室外外周片部と、室内外周片部とで区画される溝が、
見込み片部の外周側に形成される。このため、見込み片部を被ねじ打ち部として用いた場
合に、見込み片部から突出するねじ先端部が前記溝内に納まるように、ねじの長さ寸法を
設定することもできる。この場合、ねじの先端が窓額縁から突出しないため、窓額縁の外
周側に配置される部材（窓枠のヒレや躯体）を窓額縁と近接して配置でき、窓額縁の納ま
りの自由度が向上する。
　また、額縁本体部は、前記室内内周片部および前記延出部間に設けられる表面部を備え
るため、表面部を、交差配置される２つの板部で構成したり、円弧状の板部で構成するこ
となどで、窓額縁の外観を設定でき、意匠性を向上できる。
　さらに、額縁本体部の延出部から延出されたヒレ部を備えているので、窓額縁の外周側
に配置される建物躯体と、延出部との間をヒレ部で被覆でき、この点でも意匠性を向上で
きる。
【００１１】
　本発明の窓額縁において、前記窓枠の見付け方向に沿って形成された見付け片部と、前
記見付け片部の外周側端部から前記窓枠の見込み方向室外側に延出された外周室外片部と
、前記見付け片部の内周側端部から前記窓枠の見込み方向室外側に延出された内周室外片
部と、前記見付け片部の外周側端部から前記窓枠の見込み方向室内側に延出された外周室
内片部と、前記見付け片部の内周側端部から前記窓枠の見込み方向室内側に延出された内
周室内片部と、前記外周室内片部に連続して形成された額縁本体部とを備え、前記外周室
内片部および前記内周室内片部の先端部には互いに近接する方向に突出する突部が形成さ
れ、前記溝形成部は、前記外周室内片部と、前記内周室内片部と、前記見付け片部とで構
成され、前記被ねじ打ち部は、前記外周室外片部で構成され、前記係止部は、前記見付け
片部で構成されることが好ましい。
【００１２】
　本発明によれば、被ねじ打ち部を外周室外片部で構成し、係止部を見付け片部で構成し
ている。このため、アングル無し窓枠に対しては、ねじを見込み方向からねじ込むことが
でき、窓額縁の外周側に配置される窓枠のヒレや躯体などと離れた位置に窓額縁を取り付
けることもでき、窓額縁の納まりの自由度を向上できる。
　さらに、被ねじ打ち部である外周室外片部を、アングルに当接させた状態でねじ打ちす
ることができる。このため、アングルから被ねじ打ち部である外周室外片部にねじをねじ
込む際に、ねじ締め力を容易に調整できる。
【００１３】
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　本発明の窓額縁において、前記額縁本体部は、前記外周室内片部から窓枠の見付け方向
外周側に延出されたヒレ部を備えることが好ましい。
　本発明によれば、外周室内片部から延出されたヒレ部を備えているので、外周室内片部
と窓額縁の外周側に配置される建物躯体との間をヒレ部で被覆でき、意匠性を向上できる
。
【００１４】
　本発明の窓額縁において、前記ヒレ部の室外面には、前記窓額縁の長手方向に連続し、
かつ、見付け方向に一定間隔で形成された複数の溝が形成されていることが好ましい。
　本発明によれば、ヒレ部を前記溝部分で切断して、ヒレ部の延出寸法を調整することが
できる。このため、窓枠の上枠、下枠、左右の縦枠などで、窓額縁の外周側に配置される
建物躯体と、窓額縁との間隔が異なる場合に、ヒレ部を溝部分で切断してその延出寸法を
調整でき、窓額縁を確実に取り付けることができる。
【００１５】
　本発明の窓額縁において、前記溝形成部に取り付けられるカバー部材を備えることが好
ましい。
　本発明によれば、溝形成部で形成される溝をカバー部材で塞ぐことができ、溝や溝内の
ねじが窓額縁の表面に露出しないので、意匠性を向上できる。
【００１６】
　本発明の建具は、上下の横枠と、左右の縦枠とで構成される建具枠と、前記建具枠の室
内側に取り付けられる前記窓額縁と、前記横枠に取り付けられた前記窓額縁、および、前
記縦枠に取り付けられた前記窓額縁の間に設けられる額縁連結カバーとを備えた建具であ
って、前記額縁連結カバーは、前記縦枠に取り付けられる窓額縁の見込み面の上下方向の
端縁を覆う縦ヒレ部と、前記横枠に取り付けられる窓額縁の見込み面の左右方向の端縁を
覆う横ヒレ部とを備え、前記縦ヒレ部は、前記縦枠がアングル付きの場合に切断除去され
る切断除去部を備え、前記横ヒレ部は、前記横枠がアングル付きの場合に切断除去される
切断除去部を備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、アングル付きの建具枠と、アングル無しの建具枠とで窓額縁を兼用で
きるため、窓額縁の種類を少なくできる。
　また、額縁連結カバーの縦ヒレ部および横ヒレ部に切断除去可能な切断除去部を設けた
ので、アングル付きの建具枠と、アングル無しの建具枠とで、額縁連結カバーも兼用でき
る。したがって、窓額縁および額縁連結カバーの種類を少なくできて、製造コストや管理
コストを低減できる。
【００１８】
　本発明の建具において、前記横枠は、上枠および下枠を備え、前記上枠と、左右の縦枠
とは、アングル付きの枠で構成され、前記下枠は、アングル無しの枠で構成され、前記上
枠に取り付けられる窓額縁と、前記縦枠に取り付けられる窓額縁との接合部には、前記縦
ヒレ部および前記横ヒレ部の切断除去部が切断除去された額縁連結カバーが設けられ、前
記下枠に取り付けられる窓額縁と、前記縦枠に取り付けられる窓額縁との接合部には、前
記縦ヒレ部の切断除去部が切断除去され、前記横ヒレ部の切断除去部は残された額縁連結
カバーが設けられていることが好ましい。
【００１９】
　額縁連結カバーは、縦ヒレ部および横ヒレ部に、それぞれ切断除去部を設けたので、上
枠および左右の縦枠の三方の枠がアングル付きの枠であり、下枠がアングル無しの枠で構
成された場合に、アングルと干渉する部分の切断除去部のみを切断して除去し、干渉しな
い部分の切断除去部は切断せずに残しておくことができる。したがって、上下および左右
の枠に、アングル付きの枠およびアングル無しの枠が混在している場合でも、同一の額縁
連結カバーを設けることができる。さらに、アングル付きの下枠を用いた場合、下枠の納
まりによって下枠が設置される床材等と下枠のアングルとの間隔が変動し、下枠に窓額縁
を取り付けることができないおそれがあるが、本発明ではアングル無しの下枠を用いてい
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るので、下枠の納まりに影響されずに窓額縁を取り付けることができる。
【００２０】
　本発明の建具において、前記縦ヒレ部および前記横ヒレ部には、前記切断除去部の切断
箇所の見込み方向の位置を示す切断マークが設けられていることが好ましい。
　ここで、切断マークとしては、各ヒレ部に溝を形成して構成してもよいし、ヒレ部にマ
ークを印刷してもよいし、マークが印刷されたシールを貼ってもよく、作業者が切断位置
を認識できるものであればよい。
　本発明によれば、切断マークに基づいて、各ヒレ部を切断することで、切断除去部を容
易に切断して除去でき、現場作業性を向上できる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、アングル付きの窓枠用と、アングル無しの窓枠用とで兼用できる窓額
縁と、この窓額縁を用いた建具とを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態の窓額縁を用いた引違い窓を示す縦断面図。
【図２】第１実施形態の窓額縁を用いた引違い窓を示す横断面図。
【図３】第１実施形態の窓額縁をアングル付き窓枠に取り付けた状態を示す断面図。
【図４】アングル付き窓枠に取り付けられる窓額縁の連結部分を示す斜視図。
【図５】第１実施形態の窓額縁をアングル無し窓枠に取り付けた状態を示す断面図。
【図６】アングル無し窓枠に取り付けられる窓額縁の連結部分を示す斜視図。
【図７】第２実施形態の窓額縁をアングル付き窓枠に取り付けた状態を示す断面図。
【図８】第２実施形態の窓額縁をアングル無し窓枠に取り付けた状態を示す断面図。
【図９】第２実施形態の窓額縁の連結部分を示す斜視図。
【図１０】第３実施形態の外開き窓を示す縦断面図。
【図１１】第３実施形態の外開き窓を示す横断面図。
【図１２】第３実施形態の縦枠および下枠の接合部を示す斜視図。
【図１３】第３実施形態の縦枠および下枠の接合部を示す分解斜視図。
【図１４】第３実施形態の額縁連結カバーを示す斜視図。
【図１５】第３実施形態の額縁連結カバーを示す斜視図。
【図１６】本発明の変形例を説明する横断面図。
【図１７】本発明の窓額縁の他の変形例を説明する断面図。
【図１８】本発明の窓額縁の他の変形例を説明する断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　なお、各図においては、図面を見やすくするために、主要部材の断面部分のハッチング
を省略することがある。
【００２４】
［第１実施形態］
　第１実施形態の窓額縁２０は、図１、２に示すようなアングル付きの窓枠２Ａ用の窓額
縁と、図５に示すようなアングル無しの窓枠２Ｂ用の窓額縁とに兼用できるものである。
【００２５】
［アングル付き窓枠の構成］
　アングル付きの窓枠２Ａは、引違い窓１の建具枠として用いられている。図１，２では
、窓枠２Ａは、既設の窓枠１００および窓枠１００の室内側に設けられた木額縁１１０や
スペーサ材１２０の内側に設けられる改装用の建具である。この改装用の建具を既設の窓
枠１００等に取り付ける構造は、周知技術であるため、説明を省略する。
【００２６】
　引違い窓１は、建具枠である窓枠２Ａと、図示しない内外の障子とを備えて構成されて



(8) JP 2017-133349 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

いる。
　以下の説明においては、躯体に取り付けられた窓枠２Ａを室内側から見たときに、上下
となる方向を上下方向、左右となる方向を左右方向、室内外方向を見込み方向として示す
。また、窓枠２Ａの各枠の見付け方向（上下枠では上下方向、左右の縦枠では左右方向）
において、引違い窓１の中心に向かう方向を見付け方向内周側、中心から離れる方向を見
付け方向外周側とする。
【００２７】
　窓枠２Ａは、上枠１１、下枠１２および左右の縦枠１３，１４を備えて構成される。本
実施形態の上枠１１、下枠１２、縦枠１３，１４は、同一断面形状の合成樹脂製の枠材で
あり、それぞれ室内側に突出するアングル１５が一体に形成されている。
　なお、前記見付け方向内周側は上枠１１では下方、下枠１２では上方、縦枠１３，１４
では、左右方向のうち他の縦枠に向かう方向である。また、前記見付け方向外周側は、上
枠１１では上方、下枠１２では下方、縦枠１３，１４では、左右方向のうち、他の縦枠か
ら離れる方向である。
　また、窓枠２Ａの上枠１１、下枠１２、縦枠１３、１４の室内側は、取付金具１３０を
介して木額縁１１０やスペーサ材１２０に固定されている。
【００２８】
［アングル無し窓枠の構成］
　一方、アングル無しの窓枠２Ｂは、図示は省略するが、例えば、外開き窓などの建具枠
として用いられ、図５に示すように、アングルが設けられていない窓枠２Ｂである。
【００２９】
　［窓額縁］
　窓枠２Ａ、２Ｂの室内側には、第１実施形態の窓額縁２０が配置されている。以下、窓
額縁２０の具体的な構成を、主に図３，５を参照して説明する。
　窓枠２Ａの上枠１１、下枠１２、縦枠１３，１４の屋内側にそれぞれ配置される窓額縁
２０は、同一断面形状の樹脂製の押出成形品である。ただし、各窓額縁２０のヒレ部２６
５の延出寸法は、木額縁１１０までの距離に応じてヒレ部２６５を切断することで調整さ
れている。
【００３０】
　窓額縁２０は、見込み片部２１と、室外内周片部２２と、室内内周片部２３と、室外外
周片部２４と、室内外周片部２５と、額縁本体部２６とを備えている。
　見込み片部２１は、窓枠２Ａの見込み方向に沿って設けられる板状部である。
【００３１】
　室外内周片部２２は、見込み片部２１の室外側端部から窓枠２Ａの見付け方向内周側（
対向する枠材側）に延出されている。なお、本実施形態の室外内周片部２２は、見込み片
部２１に連続する基端部２２１と、基端部２２１から斜め外側に延出された傾斜部２２２
と、傾斜部２２２から見付け方向内周側に延出された先端部２２３とを備えている。先端
部２２３の先端には、室内側に突出された突部２２４が設けられている。
【００３２】
　室内内周片部２３は、見込み片部２１の室内側端部から窓枠２Ａの見付け方向内周側に
延出されている。室内内周片部２３の先端には、室外側つまり前記突部２２４側に突出さ
れた突部２３１が設けられている。
　したがって、見込み片部２１、室外内周片部２２、室内内周片部２３によって、窓額縁
２０の内周側の表面に開口する溝２７を、区画形成する溝形成部が構成される。見込み片
部２１は溝形成部の底面となる。
【００３３】
　見込み片部２１において、前記溝２７側の面には、図４にも示すように、窓額縁２０の
長手方向に沿って連続する溝２１１が形成されている。溝２１１は、後述するように、皿
ねじ５やタッピングねじ６をねじ込む場合の位置決めとして利用できる。
　窓額縁２０では、前記見込み片部２１が被ねじ打ち部および係止部として兼用される。
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すなわち、アングル１５から見込み片部２１に皿ねじ５をねじ込んだ場合、見込み片部２
１は被ねじ打ち部として利用される。
　また、見込み片部２１にタッピングねじ６をねじ込み、タッピングねじ６の頭部を見込
み片部２１に係止した場合、見込み片部２１は係止部として利用される。
【００３４】
　室外外周片部２４は、見込み片部２１の室外側端部から窓枠２Ａの見付け方向外周側つ
まり室外内周片部２２の延出方向とは反対側に延出されている。
　室内外周片部２５は、見込み片部２１の室内側端部から窓枠２Ａの見付け方向外周側つ
まり室内内周片部２３の延出方向とは反対側に延出されている。室内外周片部２５の先端
には、室外側つまり前記室外外周片部２４側に突出された突部２５１が設けられている。
【００３５】
　ここで、見込み片部２１から室外内周片部２２および室内内周片部２３の先端までの見
付け寸法は同一とされ、各突部２２４、２３１の表面の見付け方向の位置は揃っている。
　また、見込み片部２１から室外外周片部２４および室内外周片部２５の先端までの見付
け寸法は同一とされ、室外外周片部２４の先端と突部２５１の表面の見付け方向の位置は
揃っている。
　さらに、本実施形態では、見込み片部２１から室外内周片部２２および室内内周片部２
３の先端までの見付け寸法は、見込み片部２１から室外外周片部２４および室内外周片部
２５の先端までの見付け寸法よりも長くされている。
　このため、見込み片部２１、室外内周片部２２、室内内周片部２３で区画される溝２７
の深さ（見付け寸法）は、見込み片部２１、室外外周片部２４、室内外周片部２５で区画
される溝２８の深さ（見付け寸法）よりも大きくされ、本実施形態では、約２：１の寸法
比とされている。
【００３６】
　溝２７の開口の見込み方向の幅寸法、つまり突部２２４、２３１間の寸法は、後述する
タッピングねじ６の頭部の直径よりも大きくされ、タッピングねじ６を、溝２７内の見込
み片部２１にねじ込み可能に構成されている。
【００３７】
　額縁本体部２６は、室内外周片部２５の先端部から室内側に延出された延出部２６１と
、室内内周片部２３の先端部および延出部２６１の室内端部間に設けられた表面部２６２
と、延出部２６１の室内側端部から見付け方向外周側に延出されたヒレ部２６５とを備え
て構成されている。
　表面部２６２は、室内内周片部２３の先端部から見込み方向室内側に延出された内面部
２６３と、内面部２６３の室内側端部から延出部２６１の室内側端部まで見付け方向に沿
って延出された室内面部２６４とで構成されている。内面部２６３および室内面部２６４
は互いに直交配置されている。このため、窓額縁２０では、室内内周片部２３、室内外周
片部２５、延出部２６１、表面部２６２（内面部２６３、室内面部２６４）で、断面矩形
状の中空部が形成されている。
【００３８】
　なお、窓額縁２０の表面部２６２は、室内内周片部２３および延出部２６１を直線的に
結ぶ板状部材で構成してもよい。この場合、室内内周片部２３、室内外周片部２５、延出
部２６１、表面部２６２で、断面直角三角形状の中空部が形成される。
　また、窓額縁２０の表面部２６２は、円弧状に湾曲された部材で構成してもよい。この
場合、室内内周片部２３、室内外周片部２５、延出部２６１、表面部２６２で、断面扇形
の中空部が形成される。
【００３９】
　室内面部２６４およびヒレ部２６５は、見付け方向に連続して形成され、その室内面（
表面）は同一平面とされている。
　ヒレ部２６５の室外面には、見付け方向に一定間隔で形成された溝２６６が形成されて
いる。この溝２６６は、ヒレ部２６５の長手方向に連続して形成されており、各溝２６６
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の位置でヒレ部２６５を切断してヒレ部２６５の延出寸法（見付け寸法）を設定できるよ
うに構成されている。
　例えば、図１において、上枠１１に取り付けられる窓額縁２０や、縦枠１３，１４に取
り付けられる窓額縁２０に比べて、下枠１２に取り付けられる窓額縁２０は、下枠１２の
アングル１５から木額縁１１０まで高さ寸法に合わせて、ヒレ部２６５の延出寸法が短く
設定されている。
【００４０】
［窓額縁のアングル付き窓枠への取付構造］
　本実施形態の窓枠２Ａは、図１～３に示すように、アングル１５付きであり、窓額縁２
０はアングル１５にねじ止めされている。
　すなわち、窓額縁２０は、窓枠２Ａ（上枠１１、下枠１２、縦枠１３、１４）の各アン
グル１５の外周側に配置されている。この際、アングル１５の室内側端部の外周面には突
部１５１が形成されており、窓額縁２０の突部２３１の表面が当接している。
　また、窓額縁２０の室外内周片部２２の先端部２２３の室外面は、窓枠２Ａの室内面に
当接している。
　そして、アングル１５には、アングル１５の長手方向に沿って複数の皿穴１５２が加工
され、各皿穴１５２にはそれぞれ皿ねじ５が挿入されている。そして、各皿ねじ５は、窓
額縁２０の見込み片部２１にねじ込まれている。この際、皿ねじ５の先端を、見込み片部
２１の溝２１１に合わせてねじ込むことで、皿ねじ５を適切な位置にスムーズにねじ込む
ことができる。これにより、窓額縁２０はアングル１５の外周側に固定されている。
【００４１】
　なお、本実施形態では、縦枠１３、１４に取り付けられた窓額縁２０の上下端部間に、
上枠１１、下枠１２に取り付けられた窓額縁２０が配置される。そして、各窓額縁２０の
接続部分を被覆するため、図４に示す額縁連結カバー３０が取り付けられている。
【００４２】
［窓額縁のアングル無し窓枠への取付構造］
　次に、窓額縁２０をアングル無しの窓枠２Ｂに取り付けた状態を、図５を参照して説明
する。なお、窓枠２Ｂの上枠、下枠、左右の縦枠に対する窓額縁２０の取付構造は基本的
に同じであるため、図５では一方の縦枠１４Ｂへの取付構造を拡大して説明する。
【００４３】
　窓枠２Ｂの各枠にはヒレ１６が形成され、窓額縁２０は、窓枠２Ｂのヒレ１６の内周側
に配置されている。そして、タッピングねじ６を窓額縁２０の溝２７から挿入し、その先
端を見込み片部２１の溝２１１に合わせた状態で、タッピングねじ６を見込み片部２１に
ねじ込む。さらに、タッピングねじ６を、窓枠２Ｂの被取付部であるヒレ１６にねじ込ん
でいる。このため、タッピングねじ６の頭部は、係止部である見込み片部２１に係止され
る。
【００４４】
　前記溝２７には、図５，６に示すように、カバー部材６０が取り付けられている。カバ
ー部材６０は、溝２７の開口を塞ぐ被覆部６１と、被覆部６１の室外側端縁および室内側
端縁からそれぞれ見込み片部２１側に向かって延出された２本の脚部６２とによって、断
面略コ字状に形成されている。このカバー部材６０は、各窓額縁２０の長手方向に沿った
長尺部材であり、窓額縁２０の内周面に露出する溝２７の全長を塞いでいる。
【００４５】
　カバー部材６０の被覆部６１と、各脚部６２とが連結される角部には、段差部が形成さ
れ、被覆部６１と各脚部６２とは弾性変形可能に連結されている。２本の脚部６２は、被
覆部６１から離れるにしたがって互いに近づく方向に傾斜され、さらに、延出方向の途中
で反対側に折曲されて、各脚部６２の先端側が互いに離れる方向に傾斜されている。
　各脚部６２の先端部間の寸法は、溝２７の開口幅寸法（突部２２４および突部２３１間
の寸法）よりも小さい寸法とされている。
【００４６】



(11) JP 2017-133349 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

　カバー部材６０の各脚部６２を、溝２７の開口内に挿入してカバー部材６０を押し込む
と、各脚部６２は、折曲部から被覆部６１までの部分で突部２２４、２３１に当接する。
このため、各脚部６２は、互いに近づく方向に折曲される。各脚部６２が突部２２４、２
３１を超えて溝２７内に入ると、各脚部６２の先端が見込み片部２１に当接して互いに離
れる方向に戻り、前記段差部が前記突部２２４、２３１に係合する。なお、カバー部材６
０を更に溝２７に押し込もうとしても、各脚部６２が見込み片部２１に当接しているため
、カバー部材６０の見込み片部２１側への押し込みが規制される。
　そして、カバー部材６０の被覆部６１は、突部２２４、２３１や、内面部２６３と同一
平面に配置される。したがって、カバー部材６０は、窓額縁２０に対して段差無く配置さ
れる。
【００４７】
　窓枠２Ｂに取り付けられる窓額縁２０においても、ヒレ部２６５は、木額縁１１０等の
躯体側の部材までの寸法に応じた長さで切断されている。
【００４８】
［第１実施形態の効果］
　以上のような窓額縁２０は、アングル１５が設けられた窓枠２Ａに対しては、アングル
１５の皿穴１５２に差し込まれた皿ねじ５を、被ねじ打ち部である見込み片部２１にねじ
込むことで固定できる。また、窓額縁２０は、アングル無しの窓枠２Ｂに対して、タッピ
ングねじ６を係止部である見込み片部２１から窓枠２Ｂのヒレ１６にねじ込むことで固定
できる。
　すなわち、同一断面形状の窓額縁２０を、アングル付きの窓枠２Ａと、アングル無しの
窓枠２Ｂの各窓額縁として兼用できるため、各窓枠２Ａ，２Ｂ用にそれぞれ異なる窓額縁
を用意する場合に比べて、窓額縁２０の種類を１種類にできて、部品の製造コストや管理
コストを低減できる。
【００４９】
　窓枠２Ａに窓額縁２０を取り付けた場合には、溝２７の開口はアングル１５で被覆でき
るため、窓額縁２０の意匠性が低下することを防止できる。
　窓枠２Ｂに窓額縁２０を取り付けた場合には、溝２７にカバー部材６０を取り付けて被
覆できるため、窓額縁２０の意匠性が低下することを防止できる。さらに、カバー部材６
０の被覆部６１を、窓額縁２０の内面部２６３等と同一平面に配置できるため、窓額縁２
０の内周面に凹凸が形成されることもなく、この点でも意匠性を向上できる。
【００５０】
　窓額縁２０の室外内周片部２２の先端部２２３は、室外外周片部２４よりも室外側に配
置されているため、先端部２２３が窓枠２Ａに当接した際に、室外外周片部２４は窓枠２
Ａから離して配置できる。このため、前記取付金具１３０が窓額縁２０と干渉することを
防止できる。
【００５１】
　窓額縁２０の溝２７の開口幅寸法、つまり突部２２４および突部２３１間の見込み方向
に沿った寸法は、前記アングル１５の見込み寸法よりも小さいため、窓額縁２０の先端部
２２３から突部２３１までの寸法をアングル１５の見込み寸法よりも小さくできる。
　このため、アングル１５を窓額縁２０の突部２２４および突部２３１間に確実に掛け渡
すことができ、溝２７の開口をアングル１５で確実に覆うことができ、アングル１５から
皿ねじ５を見込み片部２１にねじ込んだ際に、アングル１５および窓額縁２０を安定して
確実に固定することができる。
【００５２】
　窓額縁２０は、窓枠２Ａに取り付ける場合と、窓枠２Ｂに取り付ける場合とで、皿ねじ
５およびタッピングねじ６の窓額縁２０に対するねじ込み方向が同じであるため、窓枠２
Ａおよび窓枠２Ｂでほぼ同じ作業で取り付けることができ、取付作業性を向上できる。
【００５３】
　額縁本体部２６は、見込み片部２１とは別に設けられるので、額縁本体部２６の表面部
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２６２の形状などは自由に設定でき、窓額縁の外観意匠を向上できる。
　額縁本体部２６のヒレ部２６５は、溝２６６部分で容易に切断でき、延出部２６１と建
物躯体との隙間寸法に応じて、ヒレ部２６５の延出寸法を調整できるので、窓枠２Ａ、２
Ｂが固定される取付金具１３０やスペーサ材１２０等をヒレ部２６５で被覆でき、意匠性
を向上できる。
【００５４】
［第２実施形態］
　次に、第２実施形態の窓額縁４０について、図７～９に基づいて説明する。
　なお、第２実施形態の窓額縁４０は、窓額縁２０と構造が異なるが、窓額縁２０と同様
に、アングル１５付きの窓枠２Ａの窓額縁と、アングル無しの窓枠２Ｂの窓額縁として兼
用されるものである。
【００５５】
　窓額縁４０は、見付け片部４１と、外周室外片部４２と、内周室外片部４３と、外周室
内片部４４と、内周室内片部４５と、ヒレ部４６５とを備えている。
　見付け片部４１は、窓枠２Ａの見付け方向に沿って形成される板状部であり、係止部と
して機能する。見付け片部４１の室内側の面には、その長手方向に沿って連続する溝４１
１が形成されている。
【００５６】
　外周室外片部４２は、見付け片部４１の外周側端部から窓枠２Ａの見込み方向室外側に
延出されている。外周室外片部４２の先端（室外側端部）は、前記取付金具１３０と干渉
しないように傾斜面が形成されている。
【００５７】
　内周室外片部４３は、見付け片部４１の内周側端部から窓枠２Ａの見込み方向室外側に
延出されている。内周室外片部４３の先端には、外周側つまり前記外周室外片部４２の先
端側に突出された突出部４３１が設けられている。この内周室外片部４３は、後述する皿
ねじ５がねじ込まれるため、被ねじ打ち部として利用される。
【００５８】
　外周室内片部４４は、見付け片部４１の外周側端部から窓枠２Ａの見込み方向室内側に
延出されている。外周室内片部４４の室内側端部には、内周側に突出された突部４４１が
形成されている。また、外周室内片部４４において、突部４４１と見付け片部４１との間
には、内周側に突出された突部４４２が形成されている。
【００５９】
　内周室内片部４５は、見付け片部４１の内周側端部から窓枠２Ａの見込み方向室内側に
延出されている。内周室内片部４５の室内側端部には、外周側つまり突部４４１側に突出
された突部４５１が形成されている。また、内周室内片部４５において、突部４５１と見
付け片部４１との間には、外周側つまり突部４４２側に突出された突部４５２が形成され
ている。
【００６０】
　見付け片部４１、外周室内片部４４、内周室内片部４５によって、窓額縁４０の室内面
に開口する溝４７を区画する溝形成部が構成され、見付け片部４１は溝形成部の底面とな
る。
　突部４４１および突部４５１は対向して互いに近接するように形成され、突部４４２お
よび突部４５２も対向して互いに近接するように形成されている。突部４４２および突部
４５２の突出寸法は、突部４４１および突部４５１の突出寸法よりも大きく設定されてい
る。
　そして、溝４７の開口の見付け方向の幅寸法、つまり突部４４１、４５１間の寸法は、
溝４７の中間部分の見付け方向の幅寸法、つまり突部４４２、４５２間の寸法よりも大き
くされている。また、突部４４２、４５２間の寸法は、後述するタッピングねじ６の頭部
の直径よりも大きくされ、タッピングねじ６を見付け片部４１にねじ込んだ際に、タッピ
ングねじ６の頭部を見付け片部４１部分までねじ込むことができるように構成されている
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。
【００６１】
　ヒレ部４６５は、外周室内片部４４の先端部から外周側に延出され、窓額縁４０の額縁
本体部は、ヒレ部４６５で構成されている。このため、突部４５１およびヒレ部４６５は
、見付け方向に連続して形成され、突部４４１、４５１、ヒレ部４６５の室内面（表面）
は同一平面とされている。
　ヒレ部４６５の室外面には、ヒレ部２６５と同様に、見付け方向に一定間隔で形成され
た溝４６６が形成されている。この溝４６６は、ヒレ部４６５の長手方向に連続して形成
されており、各溝４６６の位置でヒレ部４６５を切断してヒレ部４６５の突出寸法（見付
け寸法）を設定できるように構成されている。
【００６２】
［窓額縁のアングル付き窓枠への取付構造］
　アングル１５付きの窓枠２Ａに窓額縁４０を取り付ける場合、図７に示すように、窓額
縁４０は、窓枠２Ａ（上枠１１、下枠１２、縦枠１３、１４）の各アングル１５の外周側
に配置されている。この際、アングル１５の室内側端部の外周面には突部１５１が形成さ
れており、窓額縁４０の内周室外片部４３の表面が当接している。
　また、窓額縁４０の内周室外片部４３の突出部４３１の室外面は、窓枠２Ａの室内面に
当接している。
　そして、アングル１５には、アングル１５の長手方向に沿って複数の皿穴１５２が加工
され、各皿穴１５２にはそれぞれ皿ねじ５が挿入されている。そして、各皿ねじ５は、窓
額縁４０の内周室外片部４３にねじ込まれている。これにより、窓額縁４０はアングル１
５の外周側に固定されている。なお、皿ねじ５の長さ寸法が大きい場合には、外周室外片
部４２に皿ねじ５の先端がねじ込まれる場合もある。
【００６３】
［窓額縁のアングル無し窓枠への取付構造］
　次に、窓額縁４０をアングル無しの窓枠２Ｂに取り付けた状態を、図８を参照して説明
する。
　窓額縁４０は、窓枠２Ｂのヒレ１６の内周側に配置され、溝４７から見付け片部４１に
タッピングねじ６をねじ込み、さらにタッピングねじ６を、被取付部である窓枠２Ｂに見
込み方向からねじ込み、タッピングねじ６の頭部を見付け片部４１に係止している。この
際、タッピングねじ６の先端を、見付け片部４１の溝４１１に合わせてねじ込むことで、
タッピングねじ６を正しい位置でねじ込むことができる。
【００６４】
［窓額縁へのカバー部材の取付］
　窓額縁４０は、窓枠２Ａおよび窓枠２Ｂのいずれに取り付けられる場合でも、溝４７の
開口を塞ぐカバー部材６０が取り付けられている。カバー部材６０の構成は第１実施形態
と同一であるため、説明を省略する。このカバー部材６０も、各窓額縁４０の長手方向に
沿った長尺部材であり、窓額縁４０の室内面に露出する溝４７の全長を塞いでいる。
【００６５】
　カバー部材６０は、段差部が突部４４１、４４２に係合し、各脚部６２の先端側が突部
４４２、４５２に当接して取り付けられ、カバー部材６０の被覆部６１は、突部４４１、
４５１や、ヒレ部４６５と同一平面に配置される。このカバー部材６０の取付手順や取付
構造も第１実施形態と同じであるため、説明を省略する。
　窓枠２Ａ，２Ｂに取り付けられる窓額縁４０においても、ヒレ部４６５は、木額縁１１
０等の躯体側の部材までの寸法に応じた長さで切断されている。
【００６６】
　なお、第２実施形態においても、図９に示すように、各窓額縁４０の接続部分を被覆す
るため、額縁連結カバー３０が取り付けられている。
【００６７】
［第２実施形態の効果］



(14) JP 2017-133349 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

　第２実施形態の窓額縁４０においても、第１実施形態の窓額縁２０と同様の作用効果を
奏することができる。
　すなわち、窓額縁４０は、アングル１５が設けられた窓枠２Ａに対しては、アングル１
５の皿穴１５２に差し込まれた皿ねじ５を、被ねじ打ち部である内周室外片部４３にねじ
込むことで固定できる。また、窓額縁４０は、アングル無しの窓枠２Ｂに対して、タッピ
ングねじ６を、係止部である見付け片部４１から窓枠２Ｂにねじ込むことで固定できる。
　すなわち、同一断面形状の窓額縁４０を、アングル付きの窓枠２Ａと、アングル無しの
窓枠２Ｂの各窓額縁として兼用できるため、各窓枠２Ａ，２Ｂ用にそれぞれ異なる窓額縁
を用意する場合に比べて、窓額縁４０の種類を１種類にできて、部品の製造コストや管理
コストを低減できる。
【００６８】
　窓枠２Ａおよび窓枠２Ｂのいずれに窓額縁４０を取り付けた場合でも、溝４７にカバー
部材６０を取り付けて被覆できるため、窓額縁４０の意匠性が低下することを防止できる
。さらに、カバー部材６０の被覆部６１を、窓額縁４０のヒレ部４６５等と同一平面に配
置できるため、窓額縁４０の室内に凹凸が形成されることもなく、この点でも意匠性を向
上できる。
【００６９】
　窓額縁４０を窓枠２Ｂに取り付ける場合、タッピングねじ６を窓枠２Ｂの見込み方向か
らねじ込むことができるため、窓枠２Ｂの室内面に窓額縁４０を取り付けることができる
。このため、窓額縁４０の外周側に配置される窓枠２Ｂのヒレ１６や躯体などと離れた位
置に窓額縁４０を取り付けることもでき、窓額縁４０の納まりの自由度を向上できる。
　平板状の内周室外片部４３を被ねじ打ち部として利用しているので、アングル１５を確
実に内周室外片部４３に当接させて皿ねじ５で固定できる。
【００７０】
［第３実施形態］
　次に、第３実施形態について、図１０～１５に基づいて説明する。なお、第３実施形態
において、前記各実施形態と同一の構成については同一符号を付し、説明を省略する。
　第３実施形態の建具である外開き窓１Ｄは、図１０、１１に示すように、既設の窓枠１
００の内側に設けられる改装用の建具であり、建具枠である窓枠２Ｄと、図示しない障子
とを備えて構成されている。なお、窓枠２Ｄは、外開き窓に限らず、縦すべり出し窓や、
勝手口ドアのように、図示略の障子（ドア）が、窓枠（ドア枠）３Ｄに対して室外側に開
く建具に用いられる。
【００７１】
　窓枠２Ｄは、上下の横枠である上枠１１Ｄおよび下枠１２Ｄと、左右の縦枠１３Ｄ、１
４Ｄとを備えて構成される。上枠１１Ｄおよび縦枠１３Ｄ、１４Ｄは室内側に突出するア
ングル７２１、７４１が設けられた枠であり、下枠１２Ｄはアングル無しの枠である。
　具体的には、上枠１１Ｄは、図１０に示すように、アルミ形材製の室外部材７１と、合
成樹脂製の室内部材７２とを備えて構成され、室内部材７２にはアングル７２１が形成さ
れている。
　縦枠１３Ｄ、１４Ｄは、図１１に示すように、アルミ形材製の室外部材７３と、合成樹
脂製の室内部材７４とを備えて構成され、室内部材７４にはアングル７４１が形成されて
いる。
　下枠１２Ｄは、図１０に示すように、アルミ形材製の室外部材７５および室内部材７６
を、ウレタン樹脂等の断熱材７７で連結したアルミ断熱形材で構成されている。下枠１２
Ｄの室内部材７６には、合成樹脂製のカバー材７８が取り付けられている。この下枠１２
Ｄには、後述する窓額縁２０の上面に重なるアングルは設けられていない。
　なお、室内部材７２、７４、カバー材７８の室外面には、障子が当接するタイト材７９
がそれぞれ取り付けられている。
【００７２】
　窓枠２Ｄに取り付けられる窓額縁２０は、前記第１実施形態の窓額縁２０と同一構造で
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ある。以下の説明では、上枠１１Ｄに取り付けられる窓額縁２０を上額縁２０Ｂとし、下
枠１２Ｄに取り付けられる窓額縁２０を下額縁２０Ｃとし、縦枠１３Ｄ、１４Ｄに取り付
けられる窓額縁２０を縦額縁２０Ｄとして説明する。
【００７３】
［窓額縁の上枠、縦枠への取付構造］
　上枠１１Ｄ、縦枠１３Ｄ、１４Ｄは、アングル７２１、７４１が設けられているため、
上額縁２０Ｂ、縦額縁２０Ｄは、第１実施形態のアングル付きの窓枠２Ａの場合と同じ取
付構造とされている。すなわち、アングル７２１、７４１には複数の皿穴１５２（図１３
参照）が形成され、図１０，１１に示すように、皿穴１５２から上額縁２０Ｂ、縦額縁２
０Ｄの見込み片部２１に皿ねじ５がねじ込まれている。
【００７４】
　下枠１２Ｄは、アングル無しであるため、下額縁２０Ｃは、第１実施形態のアングル無
しの窓枠２Ｂの場合と同じ取付構造とされている。
　すなわち、図１０に示すように、下枠１２Ｄの室内部材７６にはヒレ７６６が形成され
、ヒレ７６６の上面には、下額縁２０Ｃの高さ位置を調整するスペーサ８１が載置されて
いる。スペーサ８１は、ピース状に形成され、ヒレ７６６の長手方向に沿って間隔を空け
て複数個配置されている。スペーサ８１の室内側にはスペーサ８２が配置されている。ス
ペーサ８２は、スペーサ８１と同様にピース状に形成され、木額縁１１０の上面に所定間
隔で複数個配置されている。なお、スペーサ８１、８２は、下枠１２Ｄの長さ寸法に応じ
た長尺の１つの部材として構成してもよい。なお、窓枠２Ｄが勝手口ドアのドア枠の場合
、下額縁２０Ｃの下側には、木額縁１１０の代わりに床材（フロア材）が設けられる。
【００７５】
　下額縁２０Ｃは、スペーサ８１、８２の上面に配置されている。そして、図１３に示す
ように、タッピングねじ６を下額縁２０Ｃの溝２７から挿入し、ヒレ７６６にねじ込んで
いる。このため、タッピングねじ６の頭部は、係止部である見込み片部２１に係止される
。
　下額縁２０Ｃの溝２７には、第１実施形態の図５と同様に、カバー部材６０が取り付け
られている。
　窓枠２Ｄに取り付けられる窓額縁２０（上額縁２０Ｂ、下額縁２０Ｃ、縦額縁２０Ｄ）
の各ヒレ部２６５は、木額縁１１０等の躯体側の部材までの寸法に応じた長さに切断され
ている。
【００７６】
［額縁連結カバー］
　縦枠１３Ｄ、１４Ｄに取り付けられる縦額縁２０Ｄと、上枠１１Ｄ、下枠１２Ｄに取り
付けられる上額縁２０Ｂ、下額縁２０Ｃとの接合部には、図１０、１１に示すように、額
縁連結カバー３０が取り付けられる。
　本実施形態の窓枠２Ｄは、縦枠１３Ｄ、１４Ｄの上端部間に上枠１１Ｄが取り付けられ
、縦枠１３Ｄ、１４Ｄの下端部間に下枠１２Ｄが取り付けられた縦勝ちの窓枠である。ま
た、縦額縁２０Ｄの上端部間に上額縁２０Ｂが配置され、縦額縁２０Ｄの下端間に下額縁
２０Ｃが配置され、窓額縁においても縦勝ちである。
【００７７】
　図１２，１３に示すように、縦額縁２０Ｄの下端部には、額縁連結カバー３０を配置す
るための切欠部２７０が形成されている。すなわち、縦額縁２０Ｄの室内面部２６４およ
びヒレ部２６５は、下額縁２０Ｃのヒレ部２６５の下端縁と同じ高さ位置まで設けられ、
縦額縁２０Ｄのその他の部分は所定高さ位置まで切断除去されて切欠部２７０とされてい
る。図示を略すが、縦額縁２０Ｄの上端部においても、同様の切欠部が形成されている。
【００７８】
　額縁連結カバー３０は、図１４、１５に示すように、水平板状のベース部３１と、ベー
ス部３１から突設された差込部３２と、差込部３２と平行に配置された縦ヒレ部３３と、
縦ヒレ部３３から直交して設けられた横ヒレ部３４と、ベース部３１の室外側から突設さ
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れた固定部３５と、縦ヒレ部３３および横ヒレ部３４の室内端部から延出されたカバー部
３６と、ベース部３１およびカバー部３６に跨がって形成されたリブ３７とを備えて構成
されている。
【００７９】
　額縁連結カバー３０の固定部３５には貫通穴３５１が形成されている。固定部３５は、
図１１，１３に示すように、縦枠１３、１４に取り付けられる窓額縁２０の見込み片部２
１、室外外周片部２４、室内外周片部２５で囲まれた空間に挿入され、見込み片部２１に
ねじ込まれたネジ３５２が貫通穴３５１に挿入されている。これにより、額縁連結カバー
３０の高さ位置が設定されている。
　また、額縁連結カバー３０の差込部３２が、縦額縁２０Ｄの額縁本体部２６の中空部内
に挿入されている。このため、額縁本体部２６の内面部２６３は、差込部３２と縦ヒレ部
３３との間に配置され、これにより額縁連結カバー３０の左右方向の位置が設定されてい
る。
【００８０】
　額縁連結カバー３０の縦ヒレ部３３および横ヒレ部３４の各裏面には、図１５に示すよ
うに、アングル７２１、７４１が設けられた窓枠に取り付ける場合に切断箇所を示すため
の切断マーク（目印）として、溝３３１、３４１が形成されている。
　溝３３１、３４１の見込み方向の位置、つまり、縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４の室外側
端縁から溝３３１、３４１までの長さ寸法は、アングル７２１、７４１の見込み方向の寸
法に応じて設定されている。この縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４において、溝３３１、３４
１部分から室外側は切断除去可能な切断除去部３３２、３４２とされ、この切断除去部３
３２、３４２を切断除去することで、アングル７２１、７４１と干渉することなく額縁連
結カバー３０を配置することができるように構成されている。
【００８１】
　例えば、本実施形態では、上枠１１Ｄおよび縦枠１３Ｄ、１４Ｄにはアングル７２１、
７４１が設けられ、下枠１２Ｄにはアングルが設けられていない。
　このため、下額縁２０Ｃと縦額縁２０Ｄとの接合部に設けられる額縁連結カバー３０は
、図１３に示すように、縦ヒレ部３３では溝３３１から室外側が切断されて除去され、ア
ングル７４１と干渉しないように構成されている。また、横ヒレ部３４は、下枠１２Ｄに
干渉しないので、切断除去されずに残されている。
【００８２】
　一方、図示は省略するが、上額縁２０Ｂと、縦額縁２０Ｄとの接合部に設けられる額縁
連結カバー３０では、縦ヒレ部３３および横ヒレ部３４の両方とも溝３３１、３４１から
室外側の切断除去部３３２、３４２が切断されて除去され、アングル７２１、７４１と干
渉しないように構成されている。
　なお、額縁連結カバー３０は合成樹脂製であるため、縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４の切
断作業は、外開き窓１Ｄの施工現場において現場作業者がカッターなどを用いて行うこと
ができる。
【００８３】
　額縁連結カバー３０の縦ヒレ部３３は、縦額縁２０Ｄの見込み面である内面部２６３の
上端部および下端部を被覆し、横ヒレ部３４は、上額縁２０Ｂ、下額縁２０Ｃの見込み面
である内面部２６３の左右の端部を被覆する。
　額縁連結カバー３０のカバー部３６は、縦額縁２０Ｄの額縁本体部２６と、上額縁２０
Ｂ、下額縁２０Ｃの額縁本体部２６との隙間を塞いでいる。また、カバー部３６の裏面に
は、図１４，１５に示すように、溝３６６が一定間隔で形成されている。この溝３６６は
、窓額縁２０のヒレ部２６５の溝２６６と同じ間隔で形成されている。このため、カバー
部３６は、上額縁２０Ｂおよび下額縁２０Ｃのヒレ部２６５の長さ寸法（上下方向の寸法
）に合わせて切断できるように構成されている。
【００８４】
［第３実施形態の効果］
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　第３実施形態においても、前記各実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
　また、額縁連結カバー３０の縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４に溝３３１、３４１を形成し
、この溝３３１、３４１から室外側に切断除去部３３２、３４２を設けたので、アングル
付きの窓枠２Ａと、アングル無しの窓枠２Ｂ、さらには、アングル付きの枠材とアングル
無しの枠材とを有する窓枠２Ｄ等の様々な窓枠において、額縁連結カバー３０を兼用でき
る。このため、各窓枠２Ａ，２Ｂ，２Ｄ用にそれぞれ異なる額縁連結カバー３０を用意す
る場合に比べて、額縁連結カバー３０の種類を１種類にできて、部品の製造コストや管理
コストを低減できる。
　すなわち、窓額縁２０および額縁連結カバー３０は、各窓枠２Ａ，２Ｂ，２Ｄで兼用で
きるため、コストを低減できる。
　さらに、額縁連結カバー３０においても、カバー部３６を溝３６６で切断することで、
上額縁２０Ｂおよび下額縁２０Ｃのヒレ部２６５に対応する長さに容易に切断できる。
　また、額縁連結カバー３０は、固定部３５の貫通穴３５１にネジ３５２を差し込むだけ
で固定できるため、取付作業を容易に行うことができる。
【００８５】
　第３実施形態では、アングル無しの下枠１２Ｄを用いているので、木額縁１１０や床材
の高さ位置が納まりによって変更された場合でも、アングル付きの下枠を用いた場合のよ
うにアングルが干渉することがない。このため、アングル無しの下枠１２Ｄを用いること
で、窓枠２Ｄと床材等との様々な納まりに対応することができる。
【００８６】
［変形例］
　本発明は、以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達成で
きる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、窓額縁２０、４０が取り付けられる窓枠は改装用の窓枠２Ａ，２Ｂ，２Ｄに限
定されず、図１６に示すように、新設のアングル無しの窓枠２Ｃや、図示しない新設のア
ングル付きの窓枠、下枠のみがアングル無しの窓枠などの様々な窓枠に設けることもでき
る。
　また、アングル無しの窓枠に、窓額縁２０、４０を設ける場合、図１６に示すように、
タッピングねじ６を壁１５０やスペーサ材１２０等に、直接あるいはヒレ１６を介してね
じ込んでもよい。
【００８７】
　さらに、窓額縁２０、４０の具体的な構成は、前記実施形態に限定されない。
　例えば、第１実施形態のように、被ねじ打ち部および係止部を見込み片部２１で兼用す
る窓額縁としては、図１７に示すように、見込み片部２１が室外内周片部２２および室内
内周片部２３の外周端部に連結された窓額縁２０Ａを用いてもよい。
　さらに、第２実施形態のように、被ねじ打ち部および係止部を異なる部位に設ける窓額
縁としては、図１８に示すように、被ねじ打ち部として利用される内周室外片部４３より
も室内側に溝４７を形成し、溝４７の底面となる見込み方向に沿った見込み片部４８を係
止部として設けた窓額縁４０Ａを用いてもよい。
　また、アングル付きの枠と、アングル無しの枠とを備える窓枠としては、窓枠２Ｄに限
定されない。
【００８８】
　前記窓額縁２０、４０では、溝４７を塞ぐカバー部材６０を設けていたが、溝４７を露
出させるデザインを採用する場合には、カバー部材６０を設けなくてもよい。
　窓額縁２０、窓額縁４０のヒレ部２６５、４６５や額縁連結カバー３０のカバー部３６
には、複数の溝２６６、４６６、３６６を形成して切断しやすくしていたが、溝２６６、
４６６、３６６は無くてもよい。
【００８９】
　額縁連結カバー３０の縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４において、切断除去部３３２、３４
２の切断箇所の見込み方向の位置を示す切断マークとしては、溝３３１、３４１に限らず
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、縦ヒレ部３３、横ヒレ部３４にマークを印刷したり、マークが印刷されたシールを貼っ
てもよい。さらに、溝３３１、３４１や、切断除去部３３２、３４２を、額縁連結カバー
３０の他の部分と異なる樹脂、例えば、軟質樹脂等の切断や除去が容易な樹脂で構成して
もよい。
　同様に、窓額縁２０、窓額縁４０のヒレ部２６５、４６５や額縁連結カバー３０のカバ
ー部３６において、切断位置を示す溝２６６、４６６、３６６の代わりに、マークを印刷
したり、マークが印刷されたシールを貼ってもよい。
【００９０】
　前記各実施形態では、アングル１５に皿穴１５２を予め形成していたが、皿穴１５２を
形成せずに、タッピングねじをアングル１５にねじ込んで、窓額縁２０、４０の被ねじ打
ち部（見込み片部２１、内周室外片部４３）に取り付けてもよい。
　また、係止部である見込み片部２１、見付け片部４１には予め穴を形成していないが、
タッピングねじ６用のねじ穴を予め形成してもよい。
【符号の説明】
【００９１】
　１…引違い窓、１Ｄ…外開き窓、２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄ…窓枠、１１、１１Ｄ…上枠
、１２、１２Ｄ…下枠、１３、１３Ｄ…縦枠、１４、１４Ｄ…縦枠、１５…アングル、１
５２…皿穴、１６…ヒレ、２０、２０Ａ…窓額縁、２０Ｂ…上額縁、２０Ｃ…下額縁、２
０Ｄ…縦額縁、２１…見込み片部、２１１…溝、２２…室外内周片部、２２４…突部、２
３…室内内周片部、２３１…突部、２４…室外外周片部、２５…室内外周片部、２５１…
突部、２６…額縁本体部、２６１…延出部、２６２…表面部、２６３…内面部、２６４…
室内面部、２６５…ヒレ部、２６６…溝、２７…溝、２８…溝、３０…額縁連結カバー、
３３…縦ヒレ部、３３１…切断マークである溝、３３２…切断除去部、３４…横ヒレ部、
３４１…切断マークである溝、３４２…切断除去部、３６…カバー部、４０、４０Ａ…窓
額縁、４１…見付け片部、４１１…溝、４２…外周室外片部、４３…内周室外片部、４４
…外周室内片部、４４１…突部、４４２…突部、４５…内周室内片部、４５１…突部、４
５２…突部、４６５…ヒレ部、４６６…溝、４７…溝、４８…見込み片部、５…皿ねじ、
６…タッピングねじ、６０…カバー部材、６１…被覆部、６２…脚部。
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